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脈硬化性疾患陽性群53 ::t 10歳，陰性群46 ::t 14歳で，統計学的有意差はなかった。それぞれを，低比重リ
ポ蛋白コレステロール (LDL-Chol)値により，高LDL-Chol 血群 (LD L -Chol 値170mg/cte 
以上)と，正LDL-Chol 血群 (LDL -Chol 値170mg/cte未満)に分け， 4 群において血小板脂質組





EDTA採血した静脈血を遠沈して得た platelet pellet を， washing buffer で 2 回洗浄した後，ソニ
ケーションして，ホモゲナイズした。蛋白は， micro -Lowry 法で測定した。脂質は Folch 法で抽出し






スファチジルコリン (PC)/コレステロール (Chol)比が対照群に比し有意 (P<0.025) に低下
していた。
2. 動脈硬化性疾患患者の血小板脂質組成に対する精製EPA投与の影響
EPAエチルエステル1.8g/日を 4 -10週間投与することにより，血小板P C/Chol 比は， 0.483:1 
0.133から0.608 :1: 0.127 (mean:1 S D) へと，有意 (P<0.02) に増加した。 PC/蛋白 (prot) 比， P
L/Chol 比も， EPA投与により，有意 (P<0.05) に増加した。脂肪酸組成では， EPAが有意 (P<
0.001) に増加し，アラキドン酸 (AA) が有意 (P<O.Ol)に低下することにより， EPA/AA比は，
0.098 :1: 0.047から0.185 :1: 0.057へと有意 (P<O.OOl)に増加した。
〔総括〕
1. 動脈硬化性疾患患者の血小板においては P C/Chol 比が対照群に比し低下しているO
2. 動脈硬化性疾患患者の血小板においては， EPAを投与することにより， EPA/AA比が増加す








ン酸 (EPA) の投与は，血小板脂肪酸組成を変化させるのみならず，低下していた血小板 P C/Chol 
比をも改善することを示した。これは， EPAの抗動脈硬化作用には，膜流動性の上昇も関与している
ことを明らかにした最初の報告であり，このような視点は，動脈硬化の予防を考える際に，今後重要と
なるものであろう。学位に値する研究であると考える。
